
翌

年

の
牧

草

収

量

を

安

定

確

保
す
る
た
め
に

～

二

番

草

へ

の

施

肥

は

重

要

～

図

一

は

過

去

十

一

年

間

の

中

西

部

支

所

管

内

の

二

番

草

収

量

の

推

移
で
す
。

年

々

右

下

が

り

傾

向

で

、
収

量

の

落

込

み

は

、

十
一

年

で

十

ア

ー

ル

当

た

り

一

五

○

㎏

程

度

で

す
。

こ

れ

は

、

二

番

草

の

施

肥

量

不

足

等

の

要

因

が

考

え

ら

れ

ま

す
。

そ

こ

で

、

今

回

は

適

性

な

追

肥図一 ２番草収量の推移

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

一

草

種

に
あ

わ

せ
た
施

肥

管

理

翌

年

の

牧

草

収

量

を

安

定

的

に

確

保

す

る

た

め

に
は

、

草

種

に

あ

わ

せ

て

刈

取

後

の

追

肥

を

行

う

こ

と
が
重
要
で
す(

表
一)

。

（
一
）
チ
モ
シ
ー

チ

モ

シ

ー

は

一

番

草

刈

取

後

に

施

肥

標

準

量

を

目

安

に

し

っ

か

り

施
肥
し
ま
し
ょ
う
。

※

チ

モ

シ

ー

は

、

刈

取

高

さ

を

約

十

セ

ン

チ

に

す

る

こ

と

で

球

茎

表一　　草種別の１番草刈後の追肥　（例）

　　　　　火山性土・マメ科率５～１５％

窒素 リン酸 カリ

3.3 2.9 4.8

チモシー・
オーチャード
グラス

２４kg/10a

(例）BB４２０
での施肥量

※オーチャード３回刈りは２番刈取後も同量を
施肥してください。

が

維

持

さ

れ

、

こ
の

貯

蔵

養

分

に

よ
っ
て
再
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

つ

ま

り

五

セ

ン

チ
程

度

の

の

低

刈

り

は

球

茎

を

傷

め

る

可

能

性

が

あ

り

ま

す

。

こ

の

こ
と

が

個

体

数

の

減
少

に
つ

な
が
り

ま
す(

図

二

）
。

ま

た

、

高

刈

に

は

ス

キ

ッ

ド

プ

レ

ー

ト

の

装

着

が

必

要

に

な

り

ま

す

の

で

ご

検

討

下

さ

い

。(

写

真

一
）

（
二
）
オ
ー
チ
ャ
ー
ド
グ
ラ
ス

オ

ー

チ

ャ

ー

ド
グ

ラ

ス

は

、

十

月

、

上

中

旬

の

刈

取

危

険

帯

時

期

の
収
穫
を
避
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

堆
肥
や
ス
ラ
リ
ー
の
散
布
に
よ
り
、

対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

（
三
）
そ
の
他
の
対
応

図二 チモシー球茎

牧

草

収

量

を

安

定

的

に

確

保

す

る

た

め

に

は

、

以
下

の

こ

と

に

配

慮
し
て
植
生
を
維
持
し
ま
し
ょ
う
。

・

草

地

ｐ

Ｈ

維

持

に

「

炭

カ

ル

入

り
化
成
肥
料
」
の
活
用

・
追
播
機
を
用
い
た
簡
易
更
新

・

輪

作

の

考

え

方

か

ら

、

サ

イ

レ

ー

ジ

用

と

う

も

ろ

こ

し

へ

の

転

換

に
よ
る
雑
草
対
策
実
施

”
前

年

か
ら

の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の

管

理

を

積

み
重

ね
て
い
く
こ
と
”
が

翌

年

の

牧

草

収

量

の

安

定

確

保

に

つ
な
が
り
ま
す
。
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釧路中西部地区農業改良普及センター


